
全日ア連強化第 17-170号 

２０１８年３月２０日 

 

加盟団体各位 

役 員 各位 

 

(公社)全日本アーチェリー連盟  

会長職務代行者 宮 﨑 利 帳 

（公印省略） 
 

 第１８回 アジア競技大会コンパウンド部門最終選考会 出場者名簿 

 

標記の件、以下のとおり決定いたしましたので、関係加盟団体の担当者は至急所定の手続きを行って

下さい。 

 

【コンパウンド男子】  4名 

中村 和音 株式会社 リコー 

野々下 進 小田開発工業 株式会社 

塚本 恭司 愛知県アーチェリー協会 

山本 悠太 渋谷アーチェリー株式会社 

              (出場申請者数 ： １３名 通過点 １３９０点) 

 

【コンパウンド女子】  4名 

秋山 なるみ 新日鐵住金(株）君津製作所 

本多 由美子  北海道アーチェリー連盟 

天神 聡子 広島県立佐伯高等学校（教） 

宮田 悦子 株式会社ウラノ 

(出場申請者数 ： ５名  通過点 １３４７点) 

＊同点の場合は要項にもとづき出場者を決定した。 

 

（注意） 

① 選考決定後の辞退は認められません。 

（会場：国立スポーツ科学センター アーチェリー実験場） 

② 参加費申し込みは３月２８日（水）までに全ア連事務局まで申込書の FAX と振り込み

をお願いします。 

 選手の心構え  

①選手は、礼儀を尊び規律を遵守し、活力ある日本を代表するにふさわしく、かつ他国参

加者との友好と国際親善に寄与できること。(JOC による日本選手団編成方針抜粋） 

②ドーピング検査への対応 

☆選手は、競技会前７日間に服用した医薬品（処方薬・売薬を問わない）および摂取し

たサプリメント類の名前と量を記したメモを携行することが望ましい。 

☆病気・怪我等の治療のため禁止物質の服用および禁止方法を実施している場合、

「JADA  TUE 申請書」を日本アンチドーピング機構（JADA）に提出する必要がある。 

 TUE → 治療目的使用に係る除外措置 

☆不明な点は、全日本アーチェリー連盟事務局に問合せること。 
以 上 


